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人
生
に
節
目
が
あ
る
よ
う
に
、
昨

年
、
小
野
町
は
町
制
施
行
50
年
の
記

念
の
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
間
、

先
人
の
英
知
と
努
力
、
さ
ら
に
は
住

民
一
致
協
力
の
も
と
、
今
日
の
発
展

を
築
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
半
世
紀
を
過
ぎ
、
地
域
の

抱
え
る
課
題
は
、
分
権
型
社
会
へ
の

対
応
、
人
口
減
少
、
産
業
の
低
迷
、

少
子
化
、
超
高
齢
社
会
、
医
療
・
福

祉
、
環
境
保
全
等
々
、
複
雑
多
様
化

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
も「
量
」に
加
え「
質
」

も
要
求
さ
れ
る
時
代
に
直
面
し
、
い

わ
ゆ
る
「
公
」
と
言
わ
れ
る
サ
ー
ビ

ス
の
担
い
手
が
「
官
」
だ
け
で
は
対

応
仕
切
れ
な
い
状
況
を
迎
え
て
い
ま

す
。今

後
は
、
地
域
の
抱
え
る
課
題
・

問
題
（
危
機
感
）
を
地
域
全
体
で
共

有
し
、
地
域
全
体
の
力
で
持
続
可
能

な
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
地
域
課
題
・
危

機
感
を
共
有
す
る
仕
組
み
づ
く
り
が

必
要
で
す
。
住
民
（
企
業
も
含
め
）

と
行
政
と
の
意
見
交
換
の
手
法
に
つ

い
て
も
検
討
を
加
え
、
行
政
の
説
明

責
任
を
果
た
す
必
要
が
あ
る
と
考
え

ま
す
。

地
域
課
題
を
共
有
す
る
た
め
に
は
、

今
の
町
の
実
態
を
住
民
の
皆
さ
ん
に

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
第
一
に
情
報
の
公

開
が
必
要
で
す
。
広
報
紙
を
活
用
す

る
こ
と
も
情
報
公
開
の
方
法
の
一
つ

で
す
が
、
積
極
的
に
「
知
る
機
会
」

を
作
り
出
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

現
在
、
行
政
区
単
位
で
町
政
懇
談

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
懇
談
会
で

は
、
現
在
地
域
が
抱
え
る
、
市
町
村

合
併
、
企
業
誘
致
、
下
水
道
整
備
、
公

立
小
野
町
地
方
綜
合
病
院
の
運
営
、

教
育
環
境
の
検
討
な
ど
の
様
々
な
課

題
に
つ
い
て
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
お

知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、
意
見
の
交

換
を
し
て
い
ま
す
。

持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
の
た
め

に
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
原
動
力
と
な

る
住
民
の
み
な
さ
ん
の
参
加
が
不
可

欠
で
す
。
将
来
に
む
か
っ
て
、
地
域

の
あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て
、
一
緒
に

考
え
、
一
体
と
な
っ
て
新
た
な
地
域

を
築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。


